
（証券コード：6594） 
http://www.nidec.com 

決算説明会 
2017年3月期 

2017年4月26日 



－注意事項－ 
本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。 
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表紙の写真は、2017年米国ラスベガスで行われた家電見本市（CES）に当社が出展した惑星探査を想定したロボットです。 



（百万円） 15年度 
（累計） 

16年度 
（累計） 前年比 17年度 

通期見込 

売上高 1,178,290 1,199,311 +1.8% 1,350,000 

営業利益 117,662 140,331 +19.3% 160,000 

営業利益率 10.0% 11.7% - 11.9% 

税引前利益 117,164 142,278 +21.4% 158,000 

当期利益 89,945 111,721 +24.2% 125,000 

一株利益（円） 303.04 376.67 +24.3% 421.44 

配当金（円） 80.00 85.00 - 90.00 

対米ドル為替レート 
平均・・・ 
期末・・・ 

 
120.14円 
112.68円 

 
108.38円 
112.19円 

 
-9.8% 
-0.4% 

＜想定レート＞ 
米ドル=105円 
ユーロ=110円 
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為替感応度：1円あたり米ドルは売上高88億円、営業利益11億円、  ユーロは売上高17億円、営業利益4億円 （全てFY17通期ベース） 

連結決算業績（IFRS適用） 
※ 

※当社は、2016年度の第1四半期から連結財務諸表に国際会計基準（IFRS）を適用しております。 
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16年度の連結業績は、売上高が5期連続増収且つ過去
最高を更新。営業利益、税前利益、当期利益もそれぞれ
12年度の構造改革を経て4期連続増益で過去最高を更
新。 

ビジネスポートフォリオ転換の推進役である「車載及び家電・
商業・産業用」の営業利益率は通期ベースで10%を突破。 

当期利益は初めて1,000億円を突破。 ROEは13.9%と
2ポイント上昇。 

2016年度決算ハイライト 



2016年度の前年同期比増減分析（IFRS適用） 
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FY15 
（実績） 為替 

変動 
車載及び 

家電・商業・産業用 
機器装置 電子・光学、 

その他 
FY16 
（実績） 

11,783 

（億円） 

▲1,074 

+277 
+742 +204 +61 

FY15 
（実績） 

為替 
変動 

精密小型 
モータ 

車載及び 
家電・商業・産業用 

機器装置 電子・光学、 
その他 

FY16 
（実績） 

1,177 
1,403 

（億円） 

▲167 

+124 

+192 
+69 

全社費用 

+49 

【売上高】 

【営業利益】 
精密小型 
モータ 

▲41 

11,993 



2016年度4Ｑ（3ヶ月）の直前四半期比増減分析（IFRS適用） 
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FY16・3Q 
（実績） 

為替 
変動 

車載及び 
家電・商業・産業用 

機器装置 電子・光学、 
その他 

FY16・4Q 
（実績） 

3,042 

（億円） 

3,311 

+87 

▲161 

+319 +23 +0 

FY16・3Q 
（実績） 

為替 
変動 

精密小型 
モータ 

車載及び 
家電・商業・産業用 

機器装置 電子・光学、 
その他 

FY16・4Q 
（実績） 

372 
342 

（億円） 
+9 

▲38 

+5 

全社費用 

【売上高】 

【営業利益】 
精密小型 
モータ 

▲９ ▲９ 

+13 
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FY12構造改革
以来4期連続の
増収増益で最高
業績を更新！ 
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構造改革 

過去10年間の業績推移（連結売上高・営業利益） 

（予想） 

過去最高 
を更新中 

米国会計基準 IFRS 
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の転換と、収益力
の改善が着実に
連動する好循環
へと突入 

売
上
高
（
億
円
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営
業
利
益
（
億
円
） 

営業利益（右軸） 

過去10年間の製品グループ別業績推移 

車載及び家電・商業・産業用 

8 米国会計基準 IFRS 
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営業活動による
キャッシュフロー
は1千億円超の 
高水準を維持 

-2,500
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2,500
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営業活動によるCF 投資活動によるCF フリーCF（億円） 

過去10年間の連結キャッシュフロー推移 

1,299 

投資CFのうち、濃い紫色は
「事業取得による支出」 

米国会計基準 IFRS 

1,477 
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一株利益成長
に伴う着実な
配当金の上昇 
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米国会計基準 IFRS 
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オーガニック成長を
支える積極投資を
継続 

819

687 650
597 600

520 528
600

1,000

0

1,200

FY15 FY16 FY17 FY15 FY16 FY17 FY15 FY16 FY17

（億円） 
設備投資 減価償却費 研究開発費 

（予想） （予想） （予想） 

設備投資・減価償却費・研究開発費 
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（百万円） 上期 下期 通期 

売上高 625,000 725,000 1,350,000 

営業利益 75,000 85,000 160,000 

営業利益率 12.0% 11.7% 11.9% 

税引前利益 74,000 84,000 158,000 

純利益 58,000 67,000 125,000 

一株利益（円） 195.55 225.89 421.44 

配当金（円） 45.00 45.00 90.00 

対米ドル為替レート 
対ユーロ為替レート 

105円 
110円 

105円 
110円 

105円 
110円 

2017年度業績予想 



中期戦略目標 
Vision2020 
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①連結売上高目標 2兆円  
  （新規M&A 約5,000億円を含む） 
② 内、車載売上高目標  7千億円～1兆円  
③ 連結営業利益率目標 15％以上 
④ ＲＯＥ（株主資本利益率） 18％以上 
 （株主資本比率60%を前提目標） 
⑤ グローバル５極経営管理体制の確立 

利益ある高成長の飽くなき追求 

Vision2020 : 中期戦略目標 
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重点２事業 

2016年度 
売上高：1兆1,993億円 

（売上高：億円） 

2010年度 
売上高：6,760億円 

2020年度 
売上高：2兆円（目標） 

6,000 
億円 

【自律成長】 
（目標） 

1兆円 

3,484 
億円 

692 
億円 

942 
億円 

1,642 
億円 

4,371 
億円 

2,611 
億円 

3,109 
億円 

1,901 
億円 

精密小型モータ 車載 家電・商業・産業用 その他の製品グループ 

重点２事業 
重点２事業 

「6千億円×３本の柱」が軸となる新たな2兆円企業集団へと脱皮 

6,000 
億円 

【自律成長】 
（目標） 

6,000 
億円 

【自律成長】 
（目標） 

新規M&Aを 
含めた上乗せ 
（挑戦目標） 

2,000 
億円 

【自律成長】 
（目標） 
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（
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営業利益率15%以上 

（予想） 

 
6,823 
億円 

 
7,093 
億円 

8,751 
億円  

6,760 
億円 

1.03兆円 

13.9％ 

11.7％ 

 
2.5％ 

 
9.7％ 

13.7％ 

 
10.7％ 

10.8％ 

1.20兆円 
1.18兆円 

10.0％ 

米国会計基準 IFRS 16 

11.9％ 

1.35兆円 

Vision2020 : 営業利益率15%以上の実現に向けて① 

トップライン成長 
の確度が増し、 
残りの４年間は
収益構造の 

抜本改革に着手 
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FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 FY17 FY20

利
益
率
（
％
） 

（目標） 

営業利益率15%以上 

（予想） 

  2.5％ 

19.3％ 

10.8％ 10.0％ 

米国会計基準 IFRS 
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22.9％ 

Vision2020 : 営業利益率15%以上の実現に向けて② 

売上総利益率31%以上 

9.7％ 
11.7％ 

23.5％ 22.8％ 

11.9％ 

23.9％ 24.5％ 

 
売上総利益率 
の大幅改善を 
目指す 

 
 
 
 

＜主な対策＞ 
1. 材外費の低減 
2. 直接労務費の低減 

売上総利益率 
営業利益率 
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Vision2020 : 売上総利益率改善に向けた取り組み① 

グループ一体化を軸に据えた粗利改善策をグローバルな製造拠点で断行 

材外費 
の低減 

1.共通購買の促進 
 

   
  

2.部品内製化の拡大 

直接労務 
費の低減 

1.自動化を加速 2.IoT化を加速 

・グローバル購買データの集約 
・グループ共通品目コード策定 

グループ横断で総合的に設備稼働率UP 

海外生産事業所人員の自然減に対処 単純な反復作業を機械化・システム化 

スケールメリットを効かせた価格交渉
機会の更なる創出へ繋げる 
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Vision2020 : 売上総利益率改善に向けた取り組み② 

Nidecスマートファクトリー戦略（工場の自動化/IoT化）を着実に遂行中 
2016 2017 2018 2019 2020 

アクション 
プラン 

IoT機器 

無線インフラの構築・社内工場へ展開 

日本国内、平湖・東莞地区、ベトナム地区で 
「工場のIoT化」と「生産ラインの見える化」を推進 欧州・米州を含めたグローバル展開へ 

社外への無線インフラ機器販売も検討 

■i611ロボット          : 軽量・省電力、オープン・アーキテクチャ、人との共存型 

■S-Cart        ：ガイドレス自律走行、複数台運行、i611やVisionシステムとの統合  

■Vision システム   ：FAカメラ、小型Dualカメラ 

戦略 
アイテム 

Factory-AP Sensor Hub 位置測位付AP Sensor Hub2 

超高速通信AP 



0

20

40

60

80

0

10

20

30

40

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

0

200

400

600

800

1000

1200

0

100

200

300

400

500

600

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

精密小型モータ：HDD市場の中長期トレンド予想 

HDD数量は漸減も、 
HDD容量は増加の 
トレンド 

HDD業界売上高は 
今後横ばいとなり、 
HDD単価（ﾄﾞﾙ建）
は漸増を予想 

（各種資料より日本電産推定） 

＊EB: ｴｸｻﾊﾞｲﾄ = 1018ﾊﾞｲﾄ 
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（百万台） （EB） 
552 564 

469 

HDD容量（右軸） 
HDD数量（左軸） 

＊ 

（CY） 

Ｈ
Ｄ
Ｄ
数
量 

PC用途 外付け用途 CE用途 ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ用途（ﾆｱﾗｲﾝ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ） ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ 

Ｈ
Ｄ
Ｄ
容
量 

（10億ドル） （ドル） 

HDD業界売上高（左軸） 

HDD単価（右軸） 

（CY） 

Ｈ
Ｄ
Ｄ
業
界
売
上
高 

Ｈ
Ｄ
Ｄ
単
価 

424 412 394 382 375 



21 

（百万台） 【FY17予想】 【FY16実績】 

（各種資料より日本電産推定） 

99
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83
97 102

86 84 91 85 84

108112
100

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

HDD市場 当社HDDモータ

精密小型モータ：HDD市場の短期トレンド 

FY16のHDD市場実績
は保守的だった当社の期
初予想値（400百万台）
に対して約7%の上振れで
着地。 
 

FY17のHDD市場も保
守的にみて410百万台と
予想。 
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①

 

精密小型モータ：その他小型モータのトレンド 
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①AV・ドローン 

②OA 

③車載・産業 

④通信IT 

⑤冷蔵庫 

⑥空調 

⑦掃除機 

⑧美容・調理機 

⑨ｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄ 

17年度（予想） 
20年度（目標） 

（億円） 

【日本電産本体が扱う主なアプリケーション別その他小型モータ売上高目標】 

ブラシレスDCへ 
の置き換え需要
が顕著な分野
ほど大幅に伸長 

約2倍を想定 

約4倍を想定 



精密小型モータ：振動・触覚デバイス 

【主なアプリケーション】 

PC/タブレット スマートフォン スマートウォッチ 

様々なインターフェイス 

VR/ゲーム 車載 家電 

ローテーション タッチ スライド 

幅広いアプリケーションをカバーする当社製品ラインナップで更なる拡販を狙う 

振
動
対
象
物
の
重
さ
（

g）
 

触覚デバイス搭載空間の厚み（mm） 

100 

200 

300 

400 

5 10 20 50 

【当社の製品ラインナップ】 

繊細な感触 

スマホ・タブレット 
 

ウェアラブル 

車載タッチパネル 

VR/ゲーム用コントローラ 

家電コントロールパネル他 

大きく、相当量の 
フィードバック 

0 
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車載：車載用モータの出荷見通し（主要アプリケーション） 
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次世代ブレーキシステム用 
ABS用 
サンルーフ用 
シート調整用 
エンジン冷却用 
オイル・ポンプ用 
デュアル・クラッチ用 
電動パワステ用 

FY20の 
車載用モータ
出荷台数は
現時点でも 
倍増のペース 

倍増 
（今後も上乗せの可能性） 

（百万台） 【当社の車載用モータ、主要アプリケーションの出荷台数見通し】 
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車載：電動パワステ用モータのビジネス進捗 
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FY16中の上乗せ 

FY15時点の見通し 

（百万台） 

FY16中の 
新規上乗せは
約15百万台 

FY16中の 
上乗せ 

（ブルーの箇所） 

【当社電動パワステ用モータの出荷台数見通し】 
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車載：トラクション用モータの売上高目標 
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トラクション（フロント） 

トランスミッション 
（電動アクチュエータ） 

トランスファーケース 
（電動アクチュエータ） 

ディファレンシャル 
（電動アクチュエータ） 

トラクション（リア） 電動化の波に
乗って、主に
中国・欧州か
らの引き合い
拡大中 

【当社トラクション用モータの売上高目標】 



【当社製品にとっての世界市場規模認識（TAM）】 

家電・商業・産業用：家電用の戦略 

モータ単体からモジュール販売へと脱皮。 
エアコン用、冷凍冷蔵庫用、洗濯機用等を重点分野に据えて大幅な成長を図る 
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1. ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 

2. 冷蔵庫 

3. 洗濯機 

 実機1.3億台 
 ファンDC率 25% 
 インバータ率 45% 

実機1.1億台 
モータDC率 15% 

世界市場計 

（2015年度） 【モータ単体市場】 

ファンモータ 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ用ﾓｰﾀ 

駆動モータ 

 実機1.7億台 
 インバータ率 15% 

2,400億円 

1,000億円 

1,600億円 

5,000億円 4.0兆円 

【モジュール市場】 
羽根 

コンプレッサ 
ファンモータ 
熱交換器他 

制
御 

コンプレッサ 
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ用ﾓｰﾀ 

制
御 

ギアユニット 
駆動モータ 

制
御 

2兆円 

0.5兆円 

1.5兆円 

（日本電産推定） 



家電・商業・産業用：大型プロジェクト案件 
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日本電産ASIは英国の送電事業者ナショナル・グリッド社向けにEDFエナ
ジー・リニューアブルズ社が建設する総容量49MW（メガワット）の電力貯
蔵システムを、EPC（設計・調達・建設の総合請負）事業者として設置・
導入します。上の写真は、日本電産ASIの電力貯蔵システムが納入される
EDFエナジー社のウェストバートン事業所（英国、ノッティンガムシャー州） 

電力貯蔵システム 

電力変換システム 

高品質で最先端の
電力貯蔵システム
の普及・拡大を通
じ、世界の電力網
の安定化と低炭素
社会の実現に貢献 

日本電産ASIが英国の電力貯蔵システム案件を受注 



M&A戦略：米国プレス機用高速送り機メーカーを買収 

日本電産シンポによるプレス機事業のグローバル展開を強化 

社名 ヴァムコ・インターナショナル社 
（Vamco International, Inc.） 

本社所在地 米国ペンシルベニア州ピッツバーグ市 

設立 1945年 

役員体制 ヴァムコ社現CEOであるBryan Gentile氏が引き続き買
収後もCEOに就任 

事業拠点 米国（ピッツバーグ市）、中国（上海市） 

事業内容 プレス機用高速サーボ送り機の開発・製造・販売及びサー
ビス 

特長 プレス機用送り装置では世界最高水準の技術力と業界ス
テータスを有する業界トップメーカー 

従業員 45名 

売上高 14.5百万ドル(2016年12月31日決算） 
 

【地域別構成比】 
北米45%、アジア40％、欧州15％ 

【新子会社の概要】 
QUANTUMシリーズ 
・世界最高速、高精度のロール式サーボ送り装置。世界  
 No.1のサーボ送り装置システムとして定評あり。 
・各種プログラム条件設定が可能、段取り時間短縮可 

SRシリーズ 
・Quantumより価格を抑えたロール式サーボ送り装 
 置。 
 簡単操作。耐震性高くシンプルなメカ構造で、ほぼメン  
 テナンスフリー。 

QUANTUMグリッパーフィード 
・送り長さ・角度・グリップ力等全てがプログラミング可 
 能。 
・操作が簡単、シンプルなメカ設計によりメンテナンスコス 
 トを低減。 

【主要製品】 

日本電産シンポ、日本電産ミンスター（米国、2012年4月買収）、
日本電産アリサ（スペイン、2015年8月買収）との連携によって 
米国・アジア・欧州の世界３極体制を強化し、成長を加速する。 
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Vision2030 : 売上高10兆円体制構築への準備 

「回るもの、動くもの」をコア技術に据えた“特化型の10兆円企業集団”を目指す 

本社ANNEX グローバル研修センター 

生産技術研究所（2018年1月竣工予定） 中央モーター基礎技術研究所 

100年続く基礎技術開発力を担う 100年続く生産技術力を担う 

100年続く人材育成を担う 

電気自動車・ロボット・ドロー
ンなど、2020年前後を期に 
本格台頭するイノベーションの
中核部品はモータ。 
基礎技術力・ものづくり力・人
材力の三位一体によって豊か
な社会を担う企業集団作りに
総力をあげて取り組む。 



お問い合わせ先 
日本電産株式会社 ＣＦＯ戦略部 

ＩＲ室 
Tel： 075-935-6140 

E-mail： ir@nidec.com 
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業績推移・ 
製品グループ別状況 
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補足資料 



36.5% 
(38.0%) 15.9% 

(17.7%) 

20.5% 
（20.4%) 

47.7% 
(47.1%) 

10.2% 
(9.2%) 

5.3% 
(5.4%) 

その他小型モータ 
 光ディスク装置用モータ、 
 ＯＡ機器用モータ、 
 ポリゴンレーザスキャナ用 
 モータ、 

 産業用ロボット、 

 ＭＰＵ冷却用ファン、 
 ゲーム機用ファン、 
 ＰＣ・通信機器用ファン、 
 家電用ファン、 
 自動車用ファン、 
 携帯電話用振動モータ、 
 ブラシ付モータ、 
 ステッピングモータ、 
 モータ駆動ユニット 

HDDモータ 

0.3% 
(0.3%) 

 サービス、オルゴール関連商品 

車載及び家電
・商業・産業用 

機器装置 

電子・光学部品 

その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成比率 

精密小型モータ カメラシャッタ、スイッチ、トリマポテンショメータ、
部品加工、樹脂成型品 

基板検査装置、高速プレス機器、チップ
実装機、計測機器、変減速機、ＦＡ機
器、カードリーダー 

車載 

家電・商業・
産業用 

21.8% 
(23.0%) 

25.9% 
(24.1%) 

16年度 
1兆1,993 
億円 
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16年度、製品グループ別売上高構成（IFRS適用） 



2,850
3,023

2,829
3,042

3,311

2,762
3,080

2,878

342
372375

307 315299 297
274 12.2%

13.0%

11.4%
10.5%

9.8% 10.0% 9.7%
10.3%

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 営業利益 営業利益率（％）

1,477 1,299

-954

-2,115

-816

523

15年度 16年度

営業CF 投資CF フリーCF

【売上高・営業利益の推移（億円）】 

316 306

247

372
415

345
303 291

204
236233 220227

281
315 301

15年度1Q 2Q 3Q 4Q 16年度1Q 2Q 3Q 4Q

税引前利益 純利益

【税引前利益・純利益の推移（億円）】 

【キャッシュフローの推移（億円）】 【配当金の推移（円）】 

40.0

40.0 45.0 45.0

45.040.0

303

421

377

15年度 16年度 17年度

期末配当金 第2四半期末配当金 一株利益

（予） 

連結決算ハイライト 
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（予） 

（予） 



357
327

267271276259274270
60

36

56
49

53

4141

32

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 営業利益

1,714

1,3511,274
1,383

1,437
1,3481,3891,373

159

108

142138 142

104105

142

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 営業利益

168163159
152148

167167158

21

15

29

21

28

16
14

9

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 営業利益

【精密小型モータ（億円）】 【車載及び家電・商業・産業用（億円）】 

【機器装置（億円）】 【電子・光学部品（億円）】 

製品グループ別業績推移 
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1,192 1,0621,169
948959

1,2961,185
1,041

158

186 192

137

192173
173

116

１Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 営業利益

15年度 16年度 15年度 16年度 

15年度 16年度 15年度 16年度 
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四半期別の業績推移（連結売上高・営業利益） 
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300
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400売上高（左軸） 営業利益（右軸）

（億円） （億円） 

-254 
FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 

リーマンショック 

タイ 
洪水 

震災 

構造改革 

米国会計基準 IFRS 

FY16 

売
上
高
（
億
円
） 

営
業
利
益
（
億
円
） 



4,157

5,180

7,450 7,630

8,473

2,971

3,403 3,553

3,702

9.2%

16.3%
15.0%

12.1% 12.0% 11.9%

13.9%

8.9%

13.9% 13.7%

10.7%
9.7%

10.8%
10.0%

11.7%

60%

42.3%

49.1%
47.5%

46.2%

41.3%

44.4%

54.9%
55.4%

50.5%

18%以上

2.0%

11.2%

15%以上

2.5%

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY16 FY20

財務規律を維持・向上させながら 営業利益率15%/ROE18%を狙う 
（％） 

45% 

50% 

55% 

60% 

65% 

  0% 

  5% 

10% 

15% 

20% 

（億円） 株主資本比率（右軸） 
ROE（右軸） 
営業利益率（右軸） 

株主資本（左軸） 

株主資本比率 

ROE 

営業利益率 

（目標） 

三位一体のROE向上 
  ・ 売上高純利益率 
  ・ 総資産回転率 
  ・ 財務レバレッジ 

Vision2020 :利益ある高成長と財務規律の両立 
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